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第 24 回日本心臓核医学会 望月輝一大会長から「私

の歩んだ心臓核医学」と題する基調講演を要請された。

1970 年後半から約 40 年間従事してきた心臓核医学に

おいていくつかの思い出深い仕事を振り返ってみると

ともに、これらの仕事を通じて会員諸氏および本学会

の発展に少しでもお役に立つことができれば本望であ

る。

心不全の診断と治療法における心臓核医学の役割

1979 年 国立循環器病センターで、心不全を呈する

姉妹症例を経験した。タリウム心筋シンチグラムでは

肥大とともに欠損像および心拡大を有し、心筋逸脱酵

素の上昇を認めた。当時 6 家系 13 例を見い出し、拡

張相肥大型心筋症（D-HCM）と名付けられた。これ

らの症例は急激に悪化・予後不良であった（図 1）。

それから約 20 年後、1999 年 大阪大学で本邦初の心

移植が D-HCM を対象として行われた。本症例の心移

植前後において各種心臓核医学検査が有用であった。

また、抗ミオシン抗体を用いた拒絶反応の診断法を開

発、免疫抑制剤の投与時期の決定に有用であった。

高齢化に伴い増加する心不全に関する核医学イメー

ジングの役割は重要である。Gated SPECT、MIBG/

BMIPP のみならず、Hyproxia/Angiogenesis や標的

イメージングは心不全の予防的治療、個別化医療の推

進に多大の役割を有する（表 1）。

心臓核医学におけるトランスレーショナル・リサーチ

の必要性

BMIPP は 緩 徐 な 心 筋 washout を 有 し、 心 筋

SPECT 撮像に適したトレーサである。本トレーサの

開発の経緯から灌流心における代謝経路の同定、梗塞・

虚血モデルにおけるメモリー・イメージとしての確定、

そして臨床治験、臨床応用からわが国を発信源とする

心筋脂肪酸代謝イメージングを確立するまでにいたっ

た。
123I-BMIPP や 123I-MIBG など 1980 年代におけるト

ランスレーショナル・リサーチは約 2 ～ 3 年間で臨床

的有用性を確立することができたが、2010 年代では

これらの過程は厚生労働省の規制や基礎および臨床研

究に対する厳格な考え方から 5 ～ 10 年間を要するも

のと示唆される（図 2）。しかし、心臓核医学の発展

にとって新しいトレーサは必要不可欠なものである。

図 1　拡張相肥大型心筋症

表 1　心不全と治療法における心臓核医学の役割



5

日本心臓核医学会誌 Vol.17-1

わが国における医療産業の成長促進、欧米とのドラッ

グ・ラグの解決なども考慮して、是非関心をもって取

り組んでもらいたい。

心臓核医学におけるエビデンスの確立と広義の個別化

医療の推進

2001 年「虚血性心疾患における心電図同期心筋

SPECT（QGS）検査に関する国内臨床データベース

作成のための調査研究（J-ACCESS）」を開始、心事

故発生確率に関する定量的予後推進法（Heart Risk 

View）を開発した。

また、J-ACCESS study から虚血性心疾患リスク層

別化の有用性と糖尿病、慢性腎臓病が虚血性心疾患に

お け る 独 立 し た 危 険 因 子 で あ る こ と が 示 さ れ、

J-ACCESS 2「2 型糖尿病患者における無症候性心筋

虚血の評価」、J-ACCESS 3「慢性腎臓病患者における

心電図同期 SPECT の有用性検討のための調査研究」

がそれぞれ継続している。J-ACCESS1、2 は終了し、

J-ACCESS 3 は現在中間報告の段階にある。さらに、

最近の physiological PCI における負荷心筋 SPECT の

重要性に顧み、「冠血行再建術による心血管イベント

リスクの減少効果を負荷心筋 SPECT を用いた虚血量

定量で評価するための調査研究（J-ACCESS 4）」を現

在施行している（表 2）。

新たな診断のみならず、予後評価も含めた“総合的

心臓検査法”としての心臓核医学エビデンスの確立と

分子イメージングの創成は、心臓画像診断のなかで重

要、かつユニークな役割を担うものである。

会 員 諸 氏 に お か れ ま し て は、「The Scintillating 

Future of Nuclear Cardiology」が今まさに始まろう

としていることを信じて前進していただきたい。

図 2　 心臓核医学におけるトランスレーショナル・リサー
チの必要性

表 2　J-ACCESS and subsequent studies 2 to 4


